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会頭講演	 6 月 29日 ( 土 )	 11:00 ～ 11:50� 第 1会場

漢方の「小成」から「大成」をめざそう！
座長：石野　尚吾（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：花輪　壽彦（北里大学東洋医学総合研究所）

特別講演 1	 6 月 28日 ( 金 )	 17:00 ～ 18:00� 第 2会場

暗黙知と形式知
座長：小田口　浩（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：野中郁次郎（一橋大学）

特別講演 2	 6 月 29日 ( 土 )	 9:00 ～ 10:00� 第 1会場

合気道とは
座長：花輪　壽彦（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：植芝　守央（公益社団法人合気会）

特別講演 3	 6 月 29日 ( 土 )	 14:20 ～ 15:20� 第 1会場

日本の医療の過去・現在・未来
座長：花輪　壽彦（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：松本　吉郎（公益社団法人 日本医師会）

教育講演	 6 月 29日 ( 土 )	 14:20 ～ 15:20� 第 3会場

令和版『医界之鉄椎』　〜日本漢方、五つの作法〜
座長：中田　敬吾（医療法人聖光園　細野診療所）
演者：秋葉　哲生（あきば伝統医学クリニック）

招待講演 1	 6 月 29日 ( 土 )	 10:00 ～ 11:00� 第 1会場

AI, IoT, Big Data が繋ぐ東洋医学と西洋医学
座長：小田口　浩（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：水野　正明（名古屋大学医学部附属病院　先端医療開発部　先端医療・

臨床研究支援センター）

招待講演 2	 6 月 29日 ( 土 )	 15:20 ～ 16:20� 第 3会場

Kampo in Europe: Current Situation and Challenges for the Future
座長：及川　哲郎（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：Bernd Kostner（Austrian Society of Oriental Medicine）
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招待講演 3	 6 月 30日 ( 日 )	 11:10 ～ 12:10� 第 1会場

Implementation of WHO TM strategy 2014-2023
座長：伊藤　　隆（東京女子医科大学　東洋医学研究所）
演者：Zhang Qi（World Health Organization）

招待講演 4	 6 月 30日 ( 日 )	 11:10 ～ 12:10� 第 2会場

医療制度を取り巻く現状と課題
座長：佐藤　　弘（新潟医療福祉大学）
演者：古元　重和（厚生労働省　保険局医療課　企画官）
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教育シンポジウム	 6 月 29日 ( 土 )	 9:00 ～ 11:00� 第 2会場

漢方医学教育の現状と課題
座長：新井　　信（東海大学医学部専門診療学系 漢方医学）
　　　松田　隆秀（聖マリアンナ医科大学 総合心療内科）

1　東北の漢方教育の現状
高山　　真（東北大学病院）

2　横浜市立大学における漢方医学卒前・卒後教育の取り組みについて
石上　友章（横浜市立大学）

3　腹診シミュレータを用いる漢方医学教育とその評価
矢久保修嗣（明治薬科大学）

4　Webと AI を活用した漢方医学教育の評価
飯塚　徳男（山口総合健診センター）

標準化シンポジウム　	 6 月 29日 ( 土 )	 16:50 ～ 18:35� 第 1会場

漢方診察法の標準化について
座長：小田口　浩（北里大学東洋医学総合研究所）

シンポジスト：
1. 新井　　信（東海大学医学部専門診療学系　漢方医学）

2. 柴原　直利（富山大学　和漢薬研究所　漢方診断学分野）

3. 嶋田　　豊（富山大学大学院医学薬学研究部　和漢診療学）

4. 並木　隆雄（千葉大学大学院医学研究院　和漢診療学）

5. 花輪　壽彦（北里大学東洋医学総合研究所）

6. 三潴　忠道（福島県立医科大学会津医療センター　漢方医学講座）

7. 村松　慎一（自治医科大学地域医療学センター　東洋医学部門）
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医史学シンポジウム	 6 月 30日 ( 日 )	 9:00 ～ 11:00� 第 2会場

現代漢方を揺るがす新出資料の発見
1 部：中国新出土資料－中国医学成立の真相－

座長：武田　時昌（京都大学人文科学研究所　東方学研究部科学研究室）
　　　郭　　秀梅（順天堂大学医史学研究室）

1　老官山漢墓出土『六十病方』の知見
真柳　　誠（国立大学法人茨城大学）

2　中国医学理論の萌芽ー新出資料からー
猪飼　祥夫（猪飼鍼灸）

3　老官山漢墓出土医学文献
宮川　浩也（みやかわ温灸院）

2 部：日本新出資料－日本漢方の種々相－
座長：山崎　正寿（漢方京口門診療所）
　　　町　泉寿郎（二松學舍大学）

1　福井崇蘭館旧藏の善本医書
小曽戸　洋（北里大学）

2　古方派写本群からの再発見
星野　卓之（北里大学東洋医学総合研究所　医史学研究部）

3　浅田宗伯及び浅田宗伯門下資料	
渡辺　浩二（渡辺産婦人科）

鍼灸シンポジウム 1	 6 月 29日 ( 土 )	 14:20 ～ 16:20� 第 2会場

経絡・経穴とは何か？－その科学的アプローチ－
座長：伊藤　　剛（北里大学東洋医学総合研究所）
　　　若山　育郎（関西医療大学保健医療学部）

1　経絡・経穴現象の生理学的基礎と最近の研究の動向
川喜田健司（明治国際医療大学）

2　軽い皮膚刺激に応じる小径タッチ神経線維と自律神経調節
堀田　晴美（東京都健康長寿医療センター研究所）

3　最新の脳科学・神経免疫学研究から鍼灸の謎を探る
山本　高穂（NHK 科学・環境番組部）

4　脳磁図研究は経絡・経穴の特異性をみいだせるか？
木村　友昭（東京有明医療大学 保健医療学部 鍼灸学科）

5　臨床医学からの経絡・経穴の解明
伊藤　　剛（北里大学東洋医学総合研究所）
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鍼灸シンポジウム 2	 6 月 30日 ( 日 )	 14:30 ～ 16:30� 第 3会場

現代医療における鍼灸のこれからの役割
座長：形井　秀一（筑波技術大学、伝統鍼灸学会）
　　　久光　　正（昭和大学、全日本鍼灸学会）

1　鍼灸の臨床的エビデンスの現状と課題
山下　　仁（森ノ宮医療大学大学院保健医療学研究科）

2　新しい時代の医療として期待される鍼灸　―生体の正常化作用に寄与する鍼灸の科学―
山口　　智（埼玉医科大学東洋医学科）

3　東北大学における病鍼連携の試み
高山　　真（東北大学病院・漢方内科）

4　鍼を処方するための基本的な考え方
高橋　秀実（日本医科大学東洋医学科）

5　現代医療における鍼灸のこれからの役割
形井　秀一（筑波技術大学）

生薬シンポジウム	 6 月 30日 ( 日 )	 14:30 ～ 16:30� 第 1会場

漢方薬利用の近未来～最近の研究成果を踏まえて～
座長：合田　幸広（国立医薬品食品衛生研究所）
　　　袴塚　高志（国立医薬品食品衛生研究所）

1　近未来における漢方薬の新展開に向けて
袴塚　高志（国立医薬品食品衛生研究所生薬部）

2　NMRによる生薬の新しい品質評価法
白畑　辰弥（北里大学薬学部）

3　悪性腫瘍に対する漢方薬の新たな可能性
日向須美子（北里大学東洋医学総合研究所）

4　麻黄関連製剤とウイルス感染症	
鍋島　茂樹（福岡大学病院・総合診療部・東洋医学診療部）

5　GCP準拠 RCTによる医師主導臨床研究～ EFE の健康成人に対する安全性試験～
小田口　浩（北里大学東洋医学総合研究所）
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養生シンポジウム (※市民公開講座 )	 6 月 30日 ( 日 )	 14:30 ～ 16:30� 第 2会場

養生を知り、現代に活かす
座長：小林　義典（北里大学薬学部生薬学教室）
　　　早崎　知幸（慶友会　吉田病院）

1　気と養生
麥谷　邦夫（京都大学）

2　日本における養生論の文化と現代生活
瀧澤　利行（茨城大学教育学部）

3　曲直瀬道三―その医学・薬学
町　泉寿郎（二松学舎大学 文学部）

4　小倉重成先生の玄米菜食１日１食マラソン 10km
伊藤　　隆（東京女子医科大学 東洋医学研究所）

公募ワークショップ	 6 月 29日 ( 土 )	 15:20 ～ 16:50� 第 1会場

漢方薬の新しい臨床応用　～伝統を継承しつつチャレンジングに使う～
座長：井齋　偉矢（医療法人徳洲会 日高徳洲会病院・サイエンス漢方処方研究会）
　　　貝沼茂三郎（九州大学大学院医学研究院地域医療教育ユニット）

WS-1　肺炎治療において抗菌薬と小柴胡湯の併用は治療期間短縮につながる
山崎　玄蔵（市立島田市民病院）

WS-2　慢性閉塞性肺疾患 (COPD) に対する人参養栄湯の有用性の検討
阿南栄一朗（酒井病院）

WS-3　自閉症スペクトラム症ASDの科学的研究成果を踏まえた四物湯の長期臨床応用
川嶋浩一郎（つちうら東口クリニック／横浜薬科大学）

WS-4　四物湯により精神症状の改善をみた５例
田原　英一（飯塚病院東洋医学センター漢方診療科）

WS-5　「悲」ではなく「喜」を契機に発症した症候に対する甘麦大棗湯の効用
桒谷　圭二（くわたに内科）

WS-6　尿路感染結石内視鏡手術周術期における炎症反応の制御に関する参耆剤術前投与効果
石戸　則孝（倉敷成人病センター泌尿器科）
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伝統医学セミナー 1部	 6 月 28日 ( 金 )	 14:10 ～ 17:00� 第 2会場

現代漢方医学の礎を築いた北里の先達たち
進行：金　　成俊（横浜薬科大学漢方薬学科　漢方治療学研究室）
　　　星野　卓之（北里大学東洋医学総合研究所　医史学研究部）

1　大塚敬節先生と大塚恭男先生について
花輪　壽彦（北里大学東洋医学総合研究所）

2　矢数道明のビジョンとその臨床
矢数　芳英（温知堂矢数医院）

3　岡部素道先生の業績
相澤　　良（日本伝統医学研修センター）

伝統医学セミナー 2部	 6 月 28日 ( 金 )	 17:00 ～ 18:00� 第 4会場

岡部素道先生の鍼灸の実際（実技）
進行：周防　一平 ( 北里大学東洋医学総合研究所 医史学研究部 )
演者：相澤　　良（日本伝統医学研修センター）

漢方入門セミナー 1	 6 月 29日 ( 土 )	 9:00 ～ 9:30� 第 4会場

漢方の診察法
座長：及川　哲郎（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：鈴木　邦彦（北里大学東洋医学総合研究所）

漢方入門セミナー 2	 6 月 29日 ( 土 )	 9:30 ～ 10:00� 第 4会場

刻み生薬（煎じ薬）の調剤と服薬指導
座長：鈴木　邦彦（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：緒方　千秋（北里大学東洋医学総合研究所）

漢方入門セミナー 3	 6 月 29日 ( 土 )	 10:00 ～ 10:30� 第 4会場

消化器疾患の漢方治療
座長：緒方　千秋（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：星野　卓之（北里大学東洋医学総合研究所）

漢方入門セミナー 4	 6 月 29日 ( 土 )	 10:30 ～ 11:00� 第 4会場

喘息の漢方治療を整理する
座長：星野　卓之（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：福田　知顕（米の山病院 漢方診療部）
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漢方入門セミナー 5	 6 月 29日 ( 土 )	 14:20 ～ 14:50� 第 4会場

循環器疾患の漢方治療
座長：五野由佳理（北里大学医学部総合診療医学）
演者：伊東　秀憲（北里大学東洋医学総合研究所）

漢方入門セミナー 6	 6 月 29日 ( 土 )	 14:50 ～ 15:20� 第 4会場

頭痛の漢方治療
座長：伊東　秀憲（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：五野由佳理（北里大学医学部総合診療医学）

漢方入門セミナー 7	 6 月 29日 ( 土 )	 15:20 ～ 15:50� 第 4会場

「漢方医」になると皮膚科も診る
座長：五野由佳理（北里大学医学部総合診療医学）
演者：望月　良子（桜十字福岡病院）

漢方入門セミナー 8	 6 月 29日 ( 土 )	 16:05 ～ 16:35� 第 4会場

生薬の効能と証を結びつけて選択する腰痛症の漢方治療
座長：望月　良子（桜十字福岡病院）
演者：八代　　忍（大田原中央クリニック）

漢方入門セミナー 9	 6 月 29日 ( 土 )	 16:35 ～ 17:05� 第 4会場

産婦人科
座長：八代　　忍（大田原中央クリニック）
演者：森　裕紀子（北里大学東洋医学総合研究所）

漢方入門セミナー 10	 6 月 29日 ( 土 )	 17:05 ～ 17:35� 第 4会場

精神科領域における漢方処方
座長：森　裕紀子（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：蒲生　裕司（こころのホスピタル町田）

漢方入門セミナー 11	 6 月 30日 ( 日 )	 9:00 ～ 9:30� 第 4会場

内分泌代謝疾患
座長：蒲生　裕司（こころのホスピタル町田）
演者：有島　武志（医療法人宝有会 ありしま内科）



特

別

演

題

漢方入門セミナー 12	 6 月 30日 ( 日 )	 9:30 ～ 10:00� 第 4会場

耳鼻科診療に役立つ漢方
座長：有島　武志（医療法人宝有会　ありしま内科）
演者：石毛　達也（北里大学東洋医学総合研究所）

漢方入門セミナー 13	 6 月 30日 ( 日 )	 10:00 ～ 10:30� 第 4会場

小児の漢方治療
座長：石毛　達也（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：堀田　広満（北里大学東洋医学総合研究所）

漢方入門セミナー 14	 6 月 30日 ( 日 )	 10:45 ～ 11:15� 第 4会場

認知症診療と漢方
座長：堀田　広満（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：川鍋　伊晃（北里大学東洋医学総合研究所）

漢方入門セミナー 15	 6 月 30日 ( 日 )	 11:15 ～ 11:45� 第 4会場

がん・緩和医療
座長：川鍋　伊晃（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：早崎　知幸（慶友会　吉田病院）

医師のための鍼灸セミナー 1	 6 月 29日 ( 土 )	 9:00 ～ 9:35� 第 6会場

鍼入門講座
座長：柳澤　　紘（クリニックやなぎさわ）
演者：石原　　武（北里大学東洋医学総合研究所）

医師のための鍼灸セミナー 2	 6 月 29日 ( 土 )	 9:40 ～ 10:15� 第 6会場

鍼応用講座
座長：伊藤　　剛（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：伊東　秀憲（北里大学東洋医学総合研究所）

医師のための鍼灸セミナー 3	 6 月 29日 ( 土 )	 10:20 ～ 11:00� 第 6会場

灸治療講座
座長：天野　陽介（日本医学柔整鍼灸専門学校）
演者：宮川　浩也（みやかわ温灸院）
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医師と鍼灸師のための鍼灸セミナー 1	 6 月 30日 ( 日 )	 9:00 ～ 9:40� 第 6会場

経絡治療
座長：小山　　基（北里大学東洋医学総合研究所）
演者：岡田　明三（経絡治療学会）

医師と鍼灸師のための鍼灸セミナー 2	 6 月 30日 ( 日 )	 9:45 ～ 10:25� 第 6会場

経筋治療の基礎と実際
座長：髙士　将典（東海大学医学部付属病院　診療部　東洋医学科）
演者：篠原　昭二（九州看護福祉大学　鍼灸スポーツ学科）

医師と鍼灸師のための鍼灸セミナー 3	 6 月 30日 ( 日 )	 10:35 ～ 11:15� 第 6会場

腰部脊柱管狭窄症の下肢痛・しびれに対する鍼灸治療の実際
座長：蛯子　慶三（東京女子医科大学　東洋医学研究所）
演者：粕谷　大智（東京大学医学部附属病院リハビリテーション部鍼灸部門）

医師と鍼灸師のための鍼灸セミナー 4	 6 月 30日 ( 日 )	 11:20 ～ 12:00� 第 6会場

中医鍼灸の特徴
座長：安井　廣迪（日本 TCM 研究所　安井医院）
演者：河原　保裕（アコール鍼灸治療院）

漢方薬剤師セミナー	 6 月 30日 ( 日 )	 11:00 ～ 12:10� 第 7会場

座長：小林　義典（北里大学薬学部生薬学教室）

生薬の良否を感じる
演者：佐橋　佳郎（北里大学東洋医学総合研究所）

漢方ヒストリア～歴史を変えた生薬～
演者：津田篤太郎（聖路加国際病院リウマチ膠原病センター）
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生薬原料委員会	 6 月 29日 ( 土 )	 9:00 ～ 11:00� 第 7会場

ライブ生薬原料委員会
座長：三谷　和男（奈良県立医科大学・医）三谷ファミリークリニック）

座長・指定発言：山岡傳一郎（愛媛県立中央病院　漢方内科）
指定発言：佐橋　佳郎（北里大学東洋医学総合研究所）

渡辺　　均（千葉大学　環境健康フィールド科学センター）

委員：浅間　宏志（株式会社ウチダ和漢薬　製造部）

池上　文雄（千葉大学　環境健康フィールド科学センター）

岩渕　篤敬（東京医科大学病院　健診予防医学センター）

高橋　京子（大阪大学共創機構　総合学術博物館　大学院薬学研究科）

安井　廣迪（安井医院）

アドバイザー：後藤　一寿（国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構）
姜　　東孝（株式会社栃本天海堂）

森　　寛敬（農林水産省中国四国農政局香川県拠点）

編集委員会	 6 月 29日 ( 土 )	 14:00 ～ 15:00� 第 7会場

東洋医学論文をいかに書くべきか？
東洋医学論文の書き方について

座長：植田　圭吾（岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科　総合診療医学講座）
演者：貝沼茂三郎（九州大学大学院医学研究院地域医療教育ユニット）

追加発言：天野　陽介（日本医学柔整鍼灸専門学校）

用語委員会	 6 月 29日 ( 土 )	 14:20 ～ 16:20� 第 6会場

用語及び病名分類委員会・JLOM 報告会
座長：伊藤　　隆（東京女子医科大学附属東洋医学研究所）

並木　隆雄（千葉大学大学院医学研究院 和漢診療学）

ICD-11
1　国際疾病分類第 11改訂発効に向けて～日本東洋医学会用語および病名分類委員会報告

　　　矢久保修嗣（明治薬科大学臨床漢方研究室）

2　国際疾病分類第 11版（ICD-11）における経絡病証の鍼灸臨床使用状況の調査
　　　斉藤　宗則（明治国際医療大学 大学院鍼灸学研究科）

ISO
1　用語と健康情報

　　　伊藤　　隆（東京女子医科大学附属東洋医学研究所）

2　ISO/TC249 の現状 - 生薬・TCM製品の品質と安全性 -
　　　新井　一郎（日本薬科大学 薬学部 漢方薬学分野）

3　鍼灸領域の安全性と機器規格について
　　　形井　秀一（筑波技術大学）

4　伝統医学の診断機器関連（WG4）の標準化の現状・まとめ
　　　並木　隆雄（千葉大学大学院医学研究院 和漢診療学）

Kampo Medicine
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健康保険担当委員会	 6 月 29日 ( 土 )	 16:20 ～ 18:20� 第 6会場

日本の保険制度の中での漢方の維持
座長：金倉　洋一（かなくらレディスクリニック）
　　　玉嶋　貞宏（玉嶋 血液内科・漢方診療所）

1　保険制度の中での漢方について
　　　松本　吉郎（日本医師会常任理事）

2　東洋医学の発展とジャーナリズムの役割
　　　浅野　健一（フリージャーナリスト・元同志社大学大学院（メディア学））

3　私の健康は「食」にあり
　　　河野　義行

4　漢方薬を取り巻く環境変化と今後の展望
　　　赤瀬　朋秀（日本経済大学大学院　経営学研究科）

医療安全委員会	 6 月 30日 ( 日 )	 9:00 ～ 11:00� 第 1会場

漢方薬の副作用に関するシンポジウム
座長：田原　英一（飯塚病院 東洋医学センター 漢方診療科）
　　　地野　充時（千葉中央メディカルセンター 和漢診療科）

1　知っておくべき漢方による薬剤性肺炎の診断の考え方と方法
　　　中島　正光（広島国際大学 生薬漢方診療学）

2　漢方薬による肝障害
　　　五野由佳理（北里大学医学部総合診療医学）

3　偽アルドステロン症の実状について
　　　萬谷　直樹（ベイサイドクリニック）

4　腸間膜静脈硬化症の予防と早期発見
　　　永田　　豊（諏訪中央病院 東洋医学科）

5　漢方製剤に関する薬局ヒヤリ・ハット事例から
　　　牧野　利明（名古屋市立大学 大学院薬学研究科 生薬学分野）

提言書検討委員会	 6 月 30日 ( 日 )	 9:00 ～ 11:00� 第 7会場

がんの支持療法としての漢方の役割とエビデンス
座長：石田　和之（日産厚生会玉川クリニック・東京女子医科大学東洋医学研究所）
　　　木村　容子（東京女子医科大学東洋医学研究所）

1　がん患者のQOL向上に貢献する漢方薬 
‐科学的根拠に基づく適切・最良の処方をめざして‐

上園　保仁（国立がん研究センター研究所がん患者病態生理研究分野）

2　がんサポーティブケアとしての漢方：臨床的エビデンスと処方の実際
元雄　良治（金沢医科大学 腫瘍内科学講座）

3　がん支持療法における漢方薬の処方応用について～症例検討～
西内　崇将（香川大学医学部附属病院腫瘍内科）
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学術教育委員会	 6 月 30日 ( 日 )	 12:30 ～ 16:00� 第 7会場

学生セッション
座長：喜多　敏明（辻仲病院柏の葉　漢方未病治療センター）
　　　福沢　嘉孝（愛知医科大学　先制・統合医療包括センター）

12：30～ 13：30　交流会
13：30～ 15：00　研究発表　　
S-01　各社の当帰芍薬散における構成生薬や含有量の相違による証の検討

條　美佐子（横浜薬科大学漢方薬学科）

S-02　傷寒論における「結胸」の解釈と理解への一考察
五味川　龍（北海道大学東洋医学研究会）

S-03　昭和初期の専門誌『漢方と漢薬』収載記事の調査
鍵山　咲季（横浜薬科大学漢方薬学科漢方治療学研究室）

S-04　東北大学病院における入院中患者に処方された漢方薬の調査報告
杉峯　　諒（東北大学医学部（医学部 2 年））

S-05　東洋医学に対する意識の変容
吉田　　悠（千葉大学医学部）

S-06　大学生を中心とする一般の方への漢方薬に関するアンケート調査
芝原　拓真（三重大学東洋医学研究会）

S-07　夏季の薬膳飲料の考案
飛島　優也（旭川医科大学医学部医学科）

S-08　入浴剤に使用される生薬と漢方薬の関連性に関する調査
岩嵜　友香（横浜薬科大学漢方薬学科漢方治療学研究室）

S-09　江戸期の鍼灸臨床書からみる鍼灸適応症と治療穴
名倉　英里（四国医療専門学校　鍼灸マッサージ・鍼灸学科）

15：00～ 15：40　活動報告　
15：40～ 16：00　表彰式　
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国際委員会	 6 月 30日 ( 日 )	 13:40 ～ 15:00� 第 4会場

日韓学術交流シンポジウム
座長：関　　隆志（涌谷町国民健康保険病院）

金　　榮哲（大韓韓医学会）

The criticism of Shokan-ron by Shizuto Masunaga and the nature of “Sho（証）”concept
津田篤太郎（聖路加国際病院　リウマチ膠原病センター）

The Kampo's feature of tradition of study for Shanghan Lun（傷寒論）
加島　雅之（熊本赤十字病院　総合内科）

The Changing Process of the Three-Yang-Three-Yin Diseases and Their Matching
Prescriptions in Shanghanlun

Gyooyong Chi（Dept. of KM Pathology, College of Korean Medicine, Dongeui
 　　University,Republic of Korea）

Shanghanlun on the view of Sasang Constitutional Medicine
Jun-Sang Yu（Sangji University, Korea）

国際委員会	 6 月 30日 ( 日 )	 15:00 ～ 16:40� 第 4会場

伝統医学の世界における実情
座長：小川　恵子（金沢大学附属病院　漢方医学科）
　　　Zhang Qi（World Health Organization）

1　Gateways into the European Market: Regulatory framework and loopholes for
 Kampo pharmaceutical products

Bernd Kostner（Austrian Society of Oriental Medicine（ÖGAA））

2　中国の現状況について
宮内　雄史（国際社会貢献センター）

3　中国における伝統医薬の国際化、標準化戦略とその目的
柳川　俊之（フリー）

4　Acupuncture, herbal medicine and Integrative Medicine in the United States
Iman Majd（University of Washington, Department of Family Medicine）




